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⑸　共感覚の視覚情報処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　感覚矯正学科　○山下　　力
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　感覚矯正学科　　彦坂　和雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　感覚矯正学科　　河本健一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　感覚矯正学科　　難波　哲子
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　感覚矯正学科　　田淵　昭雄

⑹　外国人看護師候補生の異文化看護体験に関する研究
　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　保健看護学専攻　修士課程　○小野　聡子
　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　大学保健看護学科　　山本八千代

【要旨】
　先行研究では“ポップアウト課題”	を行い脳
波測定した結果，共感覚者では右頭頂葉TPO野に
配置した電極（P4）から活動を認めたことに対し
て，非共感覚者の脳波活動は認められなかった．今
回，共感覚者において色と形が統合された視覚情報
処理がP4に認められることが，非共感覚者でも認
められるかどうか調べ，共感覚者の視覚情報処理の
特異性について検討した．
【方法】
　対象は非共感覚者15人，平均年齢は21.0歳．色
字が図形になるよう，黒文字が妨害刺激となるよ
う配置した文字群の中から図形を知覚させる課題
（Task1）と黒文字が図形になるよう，色字が妨害
刺激となるよう配置した文字群の中から図形を知覚
する課題（Task2）を行わせた．刺激提示後，判断
できた時点でスイッチを押してもらい正答率，反応
時間を計測した．脳波測定は国際10－20法を用い，
データはTask1とTask2を比較した．頭頂葉TPO

【要　旨】
　わが国では，経済連携協定（以下，EPAとす
る）の推進によって，インドネシアおよびフィリピ
ンより看護師，介護福祉士候補生を受け入れてい
る．これらの候補生は，使用言語を初め，宗教，価
値観や信念，規範，生活様式など，自分たちとは異
なる文化を有している日本人へケアを提供すること
となる．
　文化の異なる対象者へケアを提供する際に問題
となるのは，ケア提供者の異文化間能力（Cultural	
Competence）である．これは，対象者の文化を尊
重し，それを考慮したケアを提供する能力のことで
あり，文化を超えた看護（Transcultural	Nursing）
の概念を提唱したLeiningerが主張している．
　EPAにより来日している外国人看護師候補生が
日本人対象者へケアを提供する際，この異文化間能
力について考えなければならない．しかし，外国人

野にあたるP4の脳波活動について，非共感覚者の
Task間の脳波活動の違いを分析した．
【結果】
　正答率と反応時間はTask1では94.9	％と1173.1	
msecであり，Task2では88.9	％と1364.1	msecで
あった．Task1で正答率が高く，有意に反応時間は
早かった．Task間での脳波活動の差異はP4では認
められなかったが，側頭葉に位置するT3-T6で認め
られた．
【考察および結論】
　非共感覚者ではTask間での正答率と反応時間に差
があったことは，Task間での注意の違いがあった事
が考えられる．一方，Task間での脳波活動の差異は
頭頂葉ではなく，側頭葉で観察されたことは，非共
感者では，形と色の統合された情報は背側経路（頭
頂葉）ではなく腹側経路（側頭葉）で処理されてい
ると考えられた．これらの結果は，共感覚者では視
覚情報処理の特異性「色と形の統合された情報は背
側経路で処理されている」が裏付けられた．

看護師候補生がどのように異文化間能力を獲得し，
向上させているのかは明らかにされていない．彼ら
が日本の文化をどう捉え，対象者をどう認識してい
るのか，また，日本の文化をどのように考慮して対
象者にケアを提供しているのかを明らかにする必要
がある．そこで本研究では，外国人看護師候補生の
来日後の看護実践体験を明らかにし，その内容を分
析することによって，外国人看護師候補生の異文化
間能力獲得および向上のための教育的課題を見出す
ことを目的とした．
　調査は，2010年7月～10月に中国・九州地方の3県
に所在する4つの医療機関に勤務しているEPAによ
り来日しているインドネシア人およびフィリピン
人看護師候補生9名を対象に半構成的面接を実施し
た．得られたデータは逐語化し，スーパービジョン
を受けながら質的帰納的分析を行った．


